
( ) (毎週月･水･金曜日発行)

�
�
�
�

目

次

訓

令

○
議
会
事
務
局
長
の
職
に
あ
る
職
員
に
委
任
さ
れ
た
事
務
等
の
専
決
代

決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

課)

…

�

告

示

○
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃

止
の
届
出

(

障
害
福
祉
課)

…

�

○
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定

(

監

理

課)

…

�

公

告

○
争
議
行
為
の
通
知
の
公
表

(
労
政
・
能
力

開

発

課)

…

�

議

会

○
青
森
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

総

務

課)
…

�

教
育
委
員
会

○
青
森
県
立
学
校
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

教
職
員
課)

…

�

○
青
森
県
立
学
校
臨
時
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)

…

�

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
名
称
等
の
公
表

(

事

務

局)

…

�

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出

(

同

)

…

�

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出

(

同

)

…

�

○
政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届

出

(

同

)

…

�

○
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の

数

(

そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え

る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)

(

同

)

…

�

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
の
指
定
の
一
部
改

正

(

同

)

…

�

訓

令

青
森
県
訓
令
甲
第
一
号

庁

中

一

般

議
会
事
務
局
併
任
職
員
一
般

議
会
事
務
局
長
の
職
に
あ
る
職
員
に
委
任
さ
れ
た
事
務
等
の
専
決
代
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

議
会
事
務
局
長
の
職
に
あ
る
職
員
に
委
任
さ
れ
た
事
務
等
の
専
決
代
決
規
程
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一
部
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る
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令

議
会
事
務
局
長
の
職
に
あ
る
職
員
に
委
任
さ
れ
た
事
務
等
の
専
決
代
決
規
程

(

昭
和
四
十
六
年
八

月
青
森
県
訓
令
甲
第
二
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中

｢

議
会
事
務
局
総
務
課
長
補
佐
の
職
に
あ
る｣

を

｢

あ
ら
か
じ
め
局
長
の
承
認
を
得
て

総
務
課
長
が
指
定
す
る｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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平
成
二
十
一
年

三
月
二
十
三
日

(

月
曜
日)

第
三
千
六
十
二
号



( )

告

示

青
森
県
告
示
第
百
七
十
五
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
百
七
十
六
号

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称

青
森
市

二

事
業
の
種
類

文
化
観
光
交
流
施
設

(

仮
称
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー)

整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
市
浪
岡
大
字
浪
岡
字
細
田
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

本
件
事
業
は
、
集
客
機
能
が
あ
る
周
辺
観
光
施
設
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
滞
在
型
観
光
の
促
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
区
の
小
中

学
生
及
び
住
民
が
地
元
の
産
業
、
歴
史
及
び
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
び
、｢

地
域
を
愛
す
る
心｣

を
養
う
と
と
も
に
、
域
外
か
ら
の
観
光
客
と
の
交
流
促
進
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号

｢

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、

緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓
地
、
市
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設｣

に
該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
で
あ
る
青
森
市
は
、
旧
浪
岡
町
が
平
成
十
三
年
二
月
に
策
定
し
た

｢

浪
岡
町
長
期
総

合
計
画｣

及
び
平
成
十
九
年
十
月
に
同
市
が
策
定
し
た

｢

浪
岡
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画｣

に
お

い
て
、
本
件
建
物
を

｢

り
ん
ご
の
里
浪
岡｣

を
象
徴
す
る

｢

顔｣

と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
情

報
発
信
拠
点
と
位
置
付
け
、
か
つ
、
適
切
な
財
源
措
置
を
既
に
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業

施
行
に
つ
い
て
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
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指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
事
業
所

名

称

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

名

称

所

在

地

廃

止

年
月
日

社
会
福
祉
法

人
青
森
民
友

厚
生
振
興
団

五
所
川
原
市
大
字

金
山
字
盛
山
四
二

の
八

短
期
入
所

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
青

山
荘

五
所
川
原
市
金
山

字
盛
山
四
二
の
八

平
成

��

･

�･

��

社
会
福
祉
法

人
幸
友
会

北
津
軽
郡
中
泊
町

大
字
田
茂
木
字
若

宮
一
九
三
三

身
体
障
害

者
療
護
施

設

(

通
所

部)

身
体
障
害
者

療
護
施
設
第

二
う
ち
が
た

(

通
所)

五
所
川
原
市
大
字

漆
川
字
浅
井
一
二

四
の
一

��

･

�･

��

社
会
福
祉
法

人
新
生
会

上
北
郡
東
北
町
大

字
大
浦
字
境
ノ
沢

六
の
一

生
活
介
護

上
北
療
護
園

生
活
介
護
セ

ン
タ
ー

上
北
郡
東
北
町
大

字
大
浦
字
境
ノ
沢

二
の
一

〃

社
会
福
祉
法

人
新
生
会

上
北
郡
東
北
町
大

字
大
浦
字
境
ノ
沢

六
の
一

短
期
入
所

上
北
療
護
園

短
期
入
所

上
北
郡
東
北
町
大

字
大
浦
字
境
ノ
沢

六
の
一

〃

社
会
福
祉
法

人
新
生
会

上
北
郡
東
北
町
大

字
大
浦
字
境
ノ
沢

六
の
一

身
体
障
害

者
療
護
施

設

身
体
障
害
者

療
護
施
設
上

北
療
護
園

上
北
郡
東
北
町
大

字
大
浦
字
境
ノ
沢

六
の
一

〃



( )

青
森
市
浪
岡
地
区
は
、
同
市
西
部
に
位
置
し
、
肥
沃
で
優
良
な
農
地
に
恵
ま
れ
、
第
一
次
産

業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
が
、
近
年
は
郊
外
型
大
規
模
店
舗
の
進
出
等
に
よ
り
人
口
が
郊
外
に
流

出
し
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
及
び
中
心
商
店
街
の
衰
退
が
著
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
全

国
の
市
区
分
に
お
い
て
第
３
位
の
収
量
を
誇
る
り
ん
ご
や
、
浪
岡
城
址
を
は
じ
め
と
し
た
中
世

の
遺
跡
等
、
優
れ
た
観
光
資
源
を
抱
え
て
い
る
反
面
、
二
次
交
通
の
拠
点
と
な
る
浪
岡
駅
前
に

は
集
客
施
設
が
な
く
、
更
に
駅
前
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
の
受
入
体
制
が
脆
弱

で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
同
市
で
は
、
平
成
十
三
年
二
月
に
町
民
参
加
に
よ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
旧
浪
岡
町
が
作
成
し
た

｢

浪
岡
町
長
期
総
合
計
画｣

及
び
平
成
十
九
年
十
月
に
策

定
し
た

｢

浪
岡
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画｣

に
基
づ
き
各
種
事
業
を
実
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。本

件
事
業
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
い
て
浪
岡
駅
前
の
施
設
整
備
を
行
う
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
空
洞
化
し
た
中
心
市
街
地
の
再
生
を
促
す
た
め
に

｢

り
ん
ご
の
里
浪
岡｣

を
象
徴
す
る

｢

顔｣

と
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
客
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
現

在
整
備
中
の
駅
前
周
辺
施
設
で
あ
る

｢

低
温
熟
成
施
設｣

等
と
一
体
化
し
、
り
ん
ご
を
は
じ
め

と
し
た
地
元
産
品
の
展
示
販
売
を
行
い
、
ま
た
、
り
ん
ご
も
ぎ
体
験
が
出
来
る
り
ん
ご
園
を
併

設
し
て
い
る

｢

道
の
駅

『

な
み
お
か』

ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル｣

、
現
在
建
設
中
で
り
ん
ご
の
長
期
保

存
法
で
あ
る
Ｃ
Ａ
貯
蔵
法
の
見
学
が
出
来
る

｢

青
森
市
り
ん
ご
セ
ン
タ
ー｣

及
び
浪
岡
城
址
等

か
ら
の
発
掘
物
の
展
示
を
行
う

｢

青
森
市
中
世
の
館｣

等
、
集
客
機
能
を
持
つ
周
辺
施
設
に
つ

い
て
の
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
地
元
農
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
通
年
型
・
長
期

滞
在
型
観
光
の
促
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
地
区
内
の
り
ん
ご
園
で
栽
培
さ
れ
、
樹
勢
の
衰
え
等
に
よ
り
伐
採
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
た
樹
齢
約
百
年
の
り
ん
ご
の
古
木
を
、
地
域
の
り
ん
ご
産
業
の
歴
史
の
象
徴
と
し
て
設
置

す
る
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
、
り
ん
ご
の
古
木
に
生
息
し
、
青
森
市
の
鳥
と
さ
れ
て
い
る

｢

ふ
く
ろ

う｣

や
、
同
じ
く
同
市
の
昆
虫
と
さ
れ
、
き
れ
い
な
水
辺
に
し
か
生
息
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

た
め
豊
か
な
自
然
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る

｢

ホ
タ
ル｣

の
生
態
等
に
つ
い
て
展
示
・
保
護
活
動

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
地
元
小
中
学
生
及
び
住
民
が
地
域
の
歴
史
及
び
自
然
環
境
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り

｢

地
域
を
愛
す
る
心｣

を
養
う
と
と
も
に
、
観
光
客
等
と
の
交
流
促
進

に
よ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
本
件
事
業
は
環
境
影
響
評
価
法

(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

及
び
青
森
県
環
境

影
響
評
価
条
例

(

平
成
十
一
年
青
森
県
条
例
第
五
十
六
号)

に
定
め
る
対
象
事
業
に
は
該
当
し

な
い
が
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
環
境
に
与
え
る
影
響
と
し
て
、
周
辺
地
域
に
対
す
る
工
事

施
工
中
の
騒
音
・
振
動
及
び
供
用
後
の
騒
音
・
日
照
・
施
設
利
用
者
の
車
両
に
よ
る
交
通
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。
工
事
施
工
中
の
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て
は
、
低
騒
音
型
・
排
出
ガ
ス
対
策

型
の
重
機
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
供
用
後
に
つ
い
て
は
、
施
設
駐
車
場
利
用
者
に
対
し
て
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
対
策
を
講
じ
る
等
、
本
施
設
の
適

正
な
管
理
運
営
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
日
照
に
関
し
て
は
、
建
築
基
準
法

(

昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
一
号)

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
施

設
の
利
用
に
伴
う
交
通
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
現
在
同
市
に
お
い
て
浪
岡
駅
前
広
場
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
駅
利
用
者
の
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
る
混
雑
や
車
両
動
線
の
輻
輳
は
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
隣
接
地
に
駐
車
場
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業

が
周
辺
へ
与
え
る
交
通
の
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

周
辺
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
既
存
環
境
調
査
資
料
に
よ
り
確
認
し
た
が
、
希

少
動
植
物
等
の
生
息
範
囲
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
自
然
環
境
に
与
え
る

影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

史
跡
・
文
化
財
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

四
号)

に
よ
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
存
否
に
つ
い
て
、
同
市
教
育
委
員
会
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
同
委
員
会
か
ら
起
業
地
内
に
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
存
し
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

な
お
、
当
該
敷
地
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有
す
る
法
第
三
条
第
七
号
に
該
当
す

る

｢

鉄
道
事
業
法

(

昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号)

に
よ
る
鉄
道
事
業
者
又
は
索
道
事
業

者
が
そ
の
鉄
道
事
業
又
は
索
道
事
業
で
一
般
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
の
用
に
供
す
る
施
設｣

の

敷
地
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
当
該
鉄
道
事
業
を
休
止
す
る
こ
と
の
な
い
工
法
を
採
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
鉄
道
利
用
者
が
受
け
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
な
い
。

起
業
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
本
事
業
が
地
域
住
民
、
青
森
市
民
及
び
観
光
客
が
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
浪
岡
地
区
の
発
展
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
次
の
条
件
を
満
た

す
候
補
地
三
箇
所
を
選
定
し
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ア

浪
岡
駅
に
近
接
し
、
各
観
光
地
や
駅
前
商
店
街
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
に
優
れ
る
こ
と
。

イ

事
業
に
必
要
な
充
分
な
土
地
の
確
保
が
で
き
る
こ
と
。

ウ

経
済
性
に
優
れ
る
こ
と
。

第
一
案

(

青
森
市
浪
岡
大
字
浪
岡
字
細
田
地
内：

浪
岡
駅
東
側)

は
、
浪
岡
駅
改
札
口
に
隣

接
し
て
お
り
、
駅
前
商
店
街
に
も
徒
歩
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
同
駅
前
整
備
事
業

に
よ
り
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
起
業
地
面
積
は
三
案
中
最
も
少
な
い
。
た
だ
し
、
起
業
地
は
現
況

が
宅
地
で
あ
る
た
め
、
総
事
業
費
で
は
第
二
案
に
は
優
り
、
第
三
案
に
は
や
や
劣
る
。
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( )

第
二
案

(

同
市
浪
岡
大
字
浪
岡
字
細
田
地
内：

浪
岡
駅
西
側)

は
、
第
一
案
同
様
に
浪
岡
駅

と
近
接
し
て
い
る
。
し
か
し
、
駅
改
札
口
や
駅
前
商
店
街
と
は
軌
道
を
挟
ん
で
反
対
側
と
な
る

こ
と
か
ら
、
第
一
案
と
比
較
し
て
交
通
連
携
及
び
ア
ク
セ
ス
性
に
劣
る
。
ま
た
、
起
業
地
が
田

で
あ
り
軟
弱
地
盤
の
改
良
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
既
存
の
駐
車
場
が
あ
る
が
大
型
車
両
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
別
途
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
起
業
地
面
積
及
び
総
事
業
費
で
は
第
一
案
に
劣
る
。

第
三
案

(
同
市
浪
岡
大
字
浪
岡
字
細
田
地
内：

浪
岡
川
左
岸)

は
、
市
有
地
で
あ
り
用
地
買

収
費
用
が
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
事
業
費
は
三
案
中
最
も
安
価
で
あ
る
が
、
浪
岡
駅
か
ら
三
百
メ
ー

ト
ル
程
離
れ
て
い
る
こ
と
及
び
同
駅
前
か
ら
駅
前
商
店
街
へ
の
動
線
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る

た
め
、
交
通
連
携
及
び
ア
ク
セ
ス
性
が
三
案
中
最
も
劣
る
。

よ
っ
て
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
本
件
申
請
案
で
あ
る
第
一
案
は
、
第
二
案
及
び
第
三
案

よ
り
も
優
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
考
量

し
た
結
果
、
本
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
本
事
業
の
起
業
地
は
他
の
候
補
地
と
比
較
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

平
成
二
十
二
年
十
二
月
の
東
北
新
幹
線
全
線
開
通
・
新
青
森
駅
開
業
に
向
け
、
浪
岡
地
区
の

｢

顔｣

と
な
る
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
社
会
的
、
経
済
的
効
果
は
早
期
に
発
現
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
文
化
観
光
交
流
施
設
の
設
置
に
必
要
な
最
小
限
の

範
囲
で
あ
り
、
更
に
、
収
用
の
範
囲
に
は
一
時
的
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用

の
手
段
は
馴
染
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

青
森
市
役
所
浪
岡
庁
舎

公

告

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表

青
森
市
妙
見
三
丁
目
一
の
一
〇
に
所
在
す
る
青
森
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
の
執
行
委
員
長
山
本

公
行
か
ら
労
働
関
係
調
整
法

(

昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号)

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号)

第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

争
議
行
為
の
目
的

医
療
等
労
働
者
の
大
幅
増
員
、
賃
金
と
雇
用
の
確
保
等

二

争
議
行
為
を
な
す
日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
午
前
零
時
以
降
妥
結
に
至
る
ま
で
の
期
間

三

争
議
行
為
を
な
す
場
所

青
森
保
健
生
活
協
同
組
合
の
全
職
場
又
は
一
部
、
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
の
全
職
場
又
は
一

部
、
八
戸
医
療
生
活
協
同
組
合
の
全
職
場
又
は
一
部

四

争
議
行
為
の
概
要

右
記
の
場
所
で
全
体
的
又
は
部
分
的
に
、
あ
る
い
は
断
続
的
に
、
す
べ
て
の
業
務
の
停
止
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
を
単
独
又
は
併
用
し
て
行
う
。

議

会

青
森
県
議
会
訓
令
第
一
号

議
会
事
務
局
職
員
一
般

青
森
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
議
会
議
長

田

中

順

造
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( )

青
森
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
議
会
事
務
局
処
務
規
程

(

昭
和
四
十
七
年
三
月
青
森
県
議
会
訓
令
第
一
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

課
及
び
室)

第
二
条

青
森
県
議
会
事
務
局
条
例

(

昭
和
四
十
七
年
三
月
青
森
県
条
例
第
二
十
五
号)

の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
置
か
れ
る
課
及
び
室
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

総

務

課

議

事

課

調

査

課

図

書

室

第
三
条
の
見
出
し
中

｢

、
室
及
び
係｣

を

｢
及
び
室｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

｢

事
務
分
掌
に

係
る
事
務｣

を

｢

分
掌
事
務｣

に
改
め
、
同
項
の
総
務
課
の
項
の
第
四
号
中

｢

報
酬｣

を

｢

議
員
報

酬｣

に
改
め
、
同
項
の
第
五
号
中

｢

、
発
送｣

を

｢
及
び
発
送｣

に
改
め
、
同
項
の
第
八
号
中

｢

、

出
納｣

を

｢

及
び
出
納｣

に
改
め
、
同
項
中
第
十
四
号
を
第
十
六
号
と
し
、
同
項
の
第
十
三
号
中

｢

属
し
な
い｣

の
下
に

｢

事
務
に
関
す
る｣

を
加
え
、
同
号
を
同
項
の
第
十
五
号
と
し
、
同
項
の
第

十
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
三

議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
こ
と
。

十
四

各
委
員
長
合
同
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
の
議
事
課
の
項
の
第
一
号
中

｢

本
会
議｣

を

｢

定
例
会
及
び
臨
時
会｣

に
改
め
、

同
項
の
第
四
号
中

｢

全
員
協
議
会｣

を

｢

各
会
派
代
表
者
会
議
、
議
員
全
員
協
議
会
及
び
各
会
派
世

話
人
協
議
会｣

に
改
め
、
同
項
の
第
五
号
中

｢

議
長
会
議
及
び
局
長
会
議｣

を

｢

全
国
都
道
府
県
議

会
議
長
会
及
び
北
海
道
・
東
北
六
県
議
会
議
長
会｣

に
改
め
、
同
項
の
第
六
号
中

｢

及
び
諸
会
議
の

記
録｣

を
削
り
、
同
条
第
一
項
の
調
査
課
の
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七

号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中

｢

、
課
に
課
長
補
佐
、
係
に
係
長｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

｢

、
総
括
副
参

事
及
び
副
参
事｣

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

｢

応
じ｣

の
下
に

｢

総
括
副
参
事
、
副
参
事
、｣

を
加

え
、
同
条
第
四
項
中

｢

、
主
事
及
び
そ
の
他
の
職
員｣

を

｢

主
事
、
技
能
技
師
及
び
技
能
主
事｣

に

改
め
、
同
条
第
五
項
中

｢

、
課
長
補
佐｣

及
び

｢

、
係
長｣

を
削
り
、

｢

書
記｣

を

｢

、
書
記｣

に

改
め
る
。

第
五
条
中
第
六
項
を
削
り
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
を
削
り
、

第
十
項
を
第
八
項
と
し
、
第
十
一
項
を
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

技
能
技
師
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
技
能
的
業
務
に
従
事
す
る
。

11

技
能
主
事
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
労
務
的
業
務
に
従
事
す
る
。

第
五
条
第
十
二
項
を
削
る
。

第
七
条
中

｢

別
表
第
二｣

を

｢

別
表
第
一｣

に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中

｢

課
長
補
佐

(

図
書
室
に
あ
っ
て
は
、
主
幹)

｣

を

｢

あ
ら
か
じ
め
事
務
局
長

の
承
認
を
得
て
課
長
又
は
室
長
が
指
定
す
る
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
一
条
第
三
項
中

｢

別
表
第
三｣

を

｢

別
表
第
二｣

に
改
め
る
。

別
表
第
一
を
削
る
。

別
表
第
二
の
総
務
課
長
の
項
中
二
か
ら
四
を
削
り
、
同
表
を
別
表
第
一
と
す
る
。

別
表
第
三
を
別
表
第
二
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

教

育

委

員

会

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

各

県

立

学

校

青
森
県
立
学
校
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
立
学
校
職
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
立
学
校
職
員
規
程

(

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
六
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中

｢

第
二
条
第
二
号｣

を

｢

第
二
条
第
一
号

(

免
許
状
更
新
講
習
の
受

講
に
係
る
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。)

及
び
第
二
号｣

に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中

｢○
○
○
親
第

号
｣

を

｢親
第

号
｣

に
、

｢青
森
県
立

○
○
○
○
学
校
長
｣

を

｢青
森
県
立
学
校
長
｣

に
改
め
る
。

青 森 県 報平成21年３月23日 月曜日 第3062号5
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様
式
第
六
号
か
ら
様
式
第
九
号
ま
で
及
び
様
式
第
十
二
号
か
ら
様
式
第
十
三
号
の
二
ま
で
の
規
定

中
｢○
○
○
親
第

号
｣

を

｢親
第

号
｣

に
改
め
る
。

様
式
第
十
七
号
、
様
式
第
十
九
号
、
様
式
第
十
九
号
の
三
及
び
様
式
第
二
十
号
中

｢○
○
○
第

号
｣

を

｢第
号
｣

に
改
め
、

｢�
｣

を
削
る
。

様
式
第
二
十
三
号
中

｢○
○
(親
)
第

号
｣

を

｢
(親
)
第

号
｣

に
改

め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

庁

内

一

般

県

立

学

校

青
森
県
立
学
校
臨
時
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
立
学
校
臨
時
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
立
学
校
臨
時
職
員
管
理
規
程(

昭
和
四
十
一
年
四
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中

｢�
｣

を

｢�
｣

に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
の
二
中

｢�
｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治

団
体
の
設
立
の
届
出
の
あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
を
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

政
党
以
外
の
政
治
団
体

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
政
治

団
体
か
ら
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

一
以
上
の
市
町
村
の
区
域
又
は
公
職
選
挙
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)

第
十
二
条
に
規
定
す

る
選
挙
区
の
区
域
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
る
政
党
の
支
部

政
党
以
外
の
政
治
団
体

青 森 県 報平成21年３月23日 月曜日 第3062号 6

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者

氏

名

会
計
責
任

者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届

出

年
月
日

七
戸
町
の
再
生
を

考
え
る
会

石
井

淳
夫

松
本

洋
子

上
北
郡
七
戸
町
字
笊
田
川

久
保
五
の
九

平
成

��･

�･

��

天
間
章
八
後
援
会

天
間

勝
也

天
間

廣
美

上
北
郡
七
戸
町
字
家
ノ
裏

二
一

��･

�･

��

政
治
団
体
の

名

称

異
動
事
項

新

旧

届

出

年
月
日

自
由
民
主
党
名

川
支
部

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

三
戸
郡
南
部
町
大
字

上
名
久
井
字
上
町
五

三
戸
郡
南
部
町
大
字

平
字
野
場
四

代

表

者

中
村

善
一

野
田

清
八

平
成

��･

�･

�



( )

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
政
治
団
体
か
ら
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

政
党
以
外
の
政
治
団
体

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号)

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
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政
治
団
体
の

名

称

異
動
事
項

新

旧

届

出

年
月
日

全
国
旅
館
政
治

連
盟
青
森
市
支

部

会
計
責
任
者

中
山

大
輔

柴
田

一
城

平
成

��

･

�･

�

全
国
旅
館
政
治

連
盟
青
森
県
支

部

代

表

者

中
村

嘉
宏

小
田
桐

竹
治

会
計
責
任
者

中
山

大
輔

中
村

嘉
宏

��･

�･

�

小
山
田
久
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

十
和
田
市
元
町
西
二

の
一
〇
の
三
五

十
和
田
市
大
字
三
本

木
字
千
歳
森
二
〇
三

の
二

��･

�･

�

小
又
勉
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

上
北
郡
七
戸
町
字
笊

田
川
久
保
一
七

上
北
郡
七
戸
町
字
森

ヶ
沢
一
八

��･

�･

�

代

表

者

藤
原

照
雄

附
田

俊
仁

会
計
責
任
者

小
又

真
希
子

小
又

美
保
子

�
橋
武
志
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

三
沢
市
東
町
一
の
四

の
三

三
沢
市
松
園
町
一
の

一
四
の
一
四

��･

�･

��

田
中
亨
後
援
会

代

表

者

斉
藤

博
光

田
中

哲
雄

��･

�･

��

石
橋
充
志
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

八
戸
市
根
城
二
の
一

四
の
一
八

八
戸
市
根
城
五
の
五

の
一
二

代

表

者

齋
藤

益
弘

松
田

岩
雄

��･

�･

��

北
日
本
政
経
懇

話
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

八
戸
市
根
城
二
の
一

四
の
一
八

八
戸
市
根
城
五
の
五

の
一
二

��･

�･
��

友
知
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

八
戸
市
大
字
新
井
田

字
山
道
三
の
六

八
戸
市
大
字
新
井
田

字
山
道
三
の
四

��･

�･

�	

山
田
知
連
合
後

援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

八
戸
市
大
字
新
井
田

字
山
道
三
の
六

八
戸
市
大
字
新
井
田

字
山
道
三
の
四

��･

�･

�	

竹
内
亮
一
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

上
北
郡
東
北
町
上
北

南
二
の
三
一
の
七
九

〇

上
北
郡
東
北
町
大
字

大
浦
字
東
道
の
上
二

四

��･

�･

�


今
泉
昌
一
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

弘
前
市
大
字
徳
田
町

一
五
の
一

弘
前
市
大
字
百
石
町

五
七

��･

�･

��

政
治
団
体
名

渡
部
英
夫
後
援
会

わ
た
な
べ
英
夫
後
援

会

渡
部
英
夫
後
援

会

代

表

者

伊
勢
田

啓
吉

渡
部

政
治

��･

�･

��

工
藤
正
廣
後
援

会

会
計
責
任
者

黒
澤

伸
夫

中
野
渡

石
雄

��･

�･

��

野
呂
国
四
郎
後

援
会

代

表

者

野
呂

春
治

野
呂

秀
雄

��･

�･

��

青
森
県
産
業
廃

棄
物
協
会
青
森

県
地
区
政
治
連

盟

会
計
責
任
者

山
本

俊
行

石
鳥

雄
一

��･

�･

��

政

治

団

体

の

名

称

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

工
藤
祐
直
君
を
囲
む
会

平
成
�
･

��･

��

平
成
��･

�･

�

北
山
明
後
援
会

�
･

��･

��

��･

�･

��

赤
坂
周
一
後
援
会

��･

�･

��

��･

�･

��

十
和
田
い
き
い
き
市
民
会
議

��･

�･

�


��･

�･

��



( )

金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
五
号

平
成
二
十
一
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び

三
分
の
一
の
数

(

そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)

を
、
地
方
自

治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
七
十
四
条
第
五
項
並
び
に
こ
れ
を
準
用
す
る
同
法
第

七
十
五
条
第
五
項
、
第
七
十
六
条
第
四
項
、
第
八
十
条
第
四
項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十

六
条
第
四
項

(

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十

二
号)

第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

一

県
議
会
議
員
及
び
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

二
三
、
三
八
七

人

二

県
議
会
議
員
及
び
県
知
事
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

(

そ
の
総
数
が
四

十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に

三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)

二
六
一
、
五
五
一

人

三

県
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

(

そ
の
総
数
が
四

十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に

三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数)

東
津
軽
郡
選
挙
区

八
、
一
九
四

人

西
津
軽
郡
選
挙
区

六
、
六
〇
七

人

南
津
軽
郡
選
挙
区

六
、
九
一
六

人

北
津
軽
郡
選
挙
区

八
、
四
五
八

人

上
北
郡
選
挙
区

二
九
、
〇
一
二

人

三
戸
郡
選
挙
区

二
一
、
八
九
九

人

青
森
市
選
挙
区

八
四
、
二
四
〇

人

弘
前
市
選
挙
区

五
一
、
三
四
七

人

八
戸
市
選
挙
区

六
五
、
八
六
〇

人

黒
石
市
選
挙
区

一
〇
、
二
九
八

人

五
所
川
原
市
選
挙
区

二
一
、
〇
〇
〇

人

十
和
田
市
選
挙
区

一
八
、
一
三
四

人

三
沢
市
選
挙
区

一
一
、
二
〇
八

人

む
つ
市
選
挙
区

二
二
、
九
四
七

人

つ
が
る
市
選
挙
区

一
〇
、
六
七
六

人

平
川
市
選
挙
区

一
二
、
九
七
八

人

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
六
号

平
成
八
年
十
月
四
日
青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

(

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る

こ
と
の
で
き
る
施
設
の
指
定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

表
中

｢

を

｣
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届
出
者
の
氏
名

(

公
職
の
種
類)
資
金
管
理
団

体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届

出

年
月
日

石
橋

充
志

(

八
戸
市
議
会

議
員)

北
日
本
政
経

懇
話
会

主
た
る
事

務
所
の
所

在
地

八
戸
市
根
城
二

の
一
四
の
一
八

八
戸
市
根
城
五

の
五
の
一
二

平
成

��･

�･

��

山
田

知

(

県
議
会
議
員)

友
知
会

主
た
る
事

務
所
の
所

在
地

八
戸
市
大
字
新

井
田
字
山
道
三

の
六

八
戸
市
大
字
新

井
田
字
山
道
三

の
四

��･

�･

��

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
と
き
わ

〃

藤
崎
町
大
字
常
盤
字
富
田
一
九
の
一



( )
｢

に
改
め
る
。

｣
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ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
と
き
わ

〃

藤
崎
町
大
字
常
盤
字
富
田
一
九
の
一

藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー

〃

藤
崎
町
大
字
西
豊
田
一
丁
目
一

ふ
れ
あ
い
ず
ー
む
館

〃

藤
崎
町
大
字
藤
崎
字
中
村
井
二
一
の
一



( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行
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